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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成25年5月9日(2013.5.9)

【公開番号】特開2011-210317(P2011-210317A)
【公開日】平成23年10月20日(2011.10.20)
【年通号数】公開・登録公報2011-042
【出願番号】特願2010-78016(P2010-78016)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  33/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  33/02    ５０１Ｂ
   Ｇ１１Ｂ  33/02    ５０１Ｕ

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月27日(2013.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明の電子機器は、第１の記録媒体が着脱自在に装着さ
れる第１の装着部、及び第２の記録媒体が着脱自在に装着される第２の装着部を有する機
器本体と、基端側に配置された回動軸を回動支点として開閉方向に回動可能に前記機器本
体に支持され、閉状態で前記第１の装着部を覆う第１のカバーと、基端側に配置された回
動軸を回動支点として開閉方向に回動可能に前記機器本体に支持され、閉状態で前記第２
の装着部を覆う第２のカバーと、前記機器本体に配置され、前記第１のカバーの開閉状態
を検知する第１の検知手段と、前記機器本体に配置され、前記第２のカバーの開閉状態を
検知する第２の検知手段と、を備え、前記第１のカバー及び前記第２のカバーは、閉状態
で互いに先端壁が対向配置され、前記第１のカバーの先端壁には、該第１のカバーの閉状
態で前記第１の検知手段に検知される第１の操作突起が設けられるとともに、前記第１の
カバーの閉状態で前記機器本体に係止される第１の係止突起が設けられ、前記第２のカバ
ーの先端壁には、該第２のカバーの閉状態で前記第２の検知手段に検知される第２の操作
突起が設けられるとともに、前記第２のカバーの閉状態で前記機器本体に係止される第２
の係止突起が設けられていることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の記録媒体が着脱自在に装着される第１の装着部、及び第２の記録媒体が着脱自在
に装着される第２の装着部を有する機器本体と、
　基端側に配置された回動軸を回動支点として開閉方向に回動可能に前記機器本体に支持
され、閉状態で前記第１の装着部を覆う第１のカバーと、
　基端側に配置された回動軸を回動支点として開閉方向に回動可能に前記機器本体に支持
され、閉状態で前記第２の装着部を覆う第２のカバーと、
　前記機器本体に配置され、前記第１のカバーの開閉状態を検知する第１の検知手段と、
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　前記機器本体に配置され、前記第２のカバーの開閉状態を検知する第２の検知手段と、
を備え、
　前記第１のカバー及び前記第２のカバーは、閉状態で互いに先端壁が対向配置され、
　前記第１のカバーの先端壁には、該第１のカバーの閉状態で前記第１の検知手段に検知
される第１の操作突起が設けられるとともに、前記第１のカバーの閉状態で前記機器本体
に係止される第１の係止突起が設けられ、
　前記第２のカバーの先端壁には、該第２のカバーの閉状態で前記第２の検知手段に検知
される第２の操作突起が設けられるとともに、前記第２のカバーの閉状態で前記機器本体
に係止される第２の係止突起が設けられていることを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記第１の係止突起は、前記第１の操作突起に隣接して配置され、前記第２の係止突起
は、前記第２の操作突起に隣接して配置されていることを特徴とする請求項１に記載の電
子機器。
【請求項３】
　前記機器本体には、前記第１の係止突起及び前記第２の係止突起がそれぞれ係止される
共通の係止部が設けられていることを特徴とする請求項１又は２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記第１の検知手段が前記係止部の一方側に配置され、前記第２の検知手段が前記係止
部の他方側に配置されていることを特徴とする請求項３に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記第１のカバーの前記回動軸と前記第２のカバーの前記回動軸とは、互いに平行に配
置されていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電子機器。
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